












要約:長期療養を必要とする小児慢性腎疾患の現況を整理した。また、心理的問題の把握

のため入院中の患児の保護者にアンケート調査を実施した。長期入院している腎疾患は、

慢性腎炎などの原発性腎疾患、続発性腎疾患、先天性腎疾患などであった。透析導入患児

数は年間 100人前後であり、近年は先天性腎疾患による導入例が増加傾向にあった。長期

療養児をもつ保護者は療養に伴う種々の心理的問題を抱えていることが明らかとなった。


